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ブラジルの政策金利引き上げについて
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ブラジル中央銀行は、7月23日の金融政策委員会（COPOM）で、政策金利（翌日物国債
レポ取引金利、SELIC）を0.75ポイント引き上げ、13％とすることを決定しました。今回
の利上げは、市場予想（0.5ポイント引き上げ）を上回る水準となったものの、6月と同様、
COPOM の全会一致によるものでした。

ブラジルの政策金利と消費者物価指数の推移
（2004年1月～2008年7月）

政策金利は
0.75ポイント
引き上げられ

13％に

政策金利は7月23日、
消費者物価指数は6月までの数字です。

（信頼できると判断したデータを基に日興アセットマネジメントが作成）

※上記グラフ・データは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。

ブラジル中央銀行は、インフレ・ターゲティング戦略を採っており、消費者物価指数
（IPCA）上昇率の目標レベルを4.5％±2.0％としていますが、消費者物価指数は、1月以降
6ヵ月連続で前年同月比+4.5％を上回る水準が続いています。好調な内需を背景とした
需要面からのインフレ圧力に加え、食料品価格の上昇による供給面からのインフレ圧力も
高まる中、更なる追加利上げの実施が見込まれますが、インフレ抑制に向けた追加利上げは、
ブラジル経済の安定・高成長に資するものであると期待されます。
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